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１． 別紙報告事項  

質問・要望・助言          回答・対応 

グループホームの面会は他の事業所では再開さ

れ、外出は控えているようだが、清泉荘ではど

う対応しているか。 

5 類に移行する前は、陰圧装置を使ってテント内にご家族、外に

利用者さまという環境で面会を受け付けていた。5 月 16 日からは

アクリル板で仕切り、陰圧装置の空気清浄機をつけ、窓を開けて

換気を行う環境で 20 分以内、お二人までの面会を受け付けてい

る。最近はご家族の面会も増えてきつつある。外出は人込みを避

けてホーム周辺や公園、お散歩、お墓参りなど少人数でご一緒し

ている。商業施設や外食などは控えている。 

利用者さまや家族に寄り添った介護をしてもら

っている。また利用希望のご家族の見学や体験

にも丁寧に対応してもらっている。 

今後も引き続きお役に立てるよう取り組みます。 

心疾患などで塩分濃度（0.8％対応など）、体重制

限のある方への対応はどうしているか。 

心不全になる可能性がある方（99 歳）に対応している。好きなも

のを食べてもらいたいが、ご本人が敬遠されている入院にならな

いように、味噌汁の塩分濃度を抑えるために、味噌と水、出汁の

量を少なめに統一した。好まれる方には減塩梅干しを提供してい

る。心臓に疾患のある方は、体重を毎週測定し必要に応じて往診

時に相談している。（グループホーム） 

南部包括支援センターからの利用者紹介は何名

くらいあるか。 

毎月 3 名前後の紹介を頂いている。他のサービスも検討されたり

しているが、小規模多機能のケアマネの対応が臨機応変にできる

ことや、個別のニーズのある方が多いのでご利用につながること

が多い。 

要介護５の方をはじめ、介護度によって小規模

多機能ではどのような介護をされているのか。 

在宅で要介護５の方が 2 名いる。1 名は週 3 回の宿泊で 6 日のデ

イサービスを利用されている。退院直後は食事は介助が必要だっ

たが、徐々に自力で摂取されるようになっている。トイレ、入浴

等は介助が必要である。1 名は昨年まではデイサービスご利用だ

ったが、退院後は毎日の昼・夕の訪問と訪問看護の利用、そして

ご家族の手厚い介護でお過ごしになっている。要介護４～１まで

の方々も、個別のケアプランで、身体機能、認知機能に合わせた

介護を行っている。同じ事業所で、通い、訪問、お泊りができ、

なじみの関係でスタッフが支援することにより、安心してご利用

頂いている。初めて介護サービスをご利用される方にとって、訪

問サービスから始めることによって信頼関係をつくり、徐々にデ

イサービスで昼食、その後入浴、お泊りなどご利用頂くことがあ

る。 

コロナが 5類になったとしても、コロナがなく

なるわけでもなく、高齢者、障害者にはリスク

が高いと言われている。従来と同じようにマス

ク、手洗い、換気などの感染予防の対策はしっ

かり行って欲しい。 

引き続きコロナ感染予防対策には力を入れていきます。 

6回目のワクチンの案内が来たりしているが、清

泉荘ではどのように対応しているか。 

それぞれのご判断で、打ちたいからは打つ、打ちたくない方は打

たないということで、主にご家族と相談しながら対応している。

若い職員は副反応が強くて３回目で終えていることもある。高齢

職員は５回目までは受けていることが多い。 

次回、運営推進会議は令和 5年 7月中旬以降の平日開催予定で調整・連絡いたします。 

 


